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として知られている　A･ hyrcanus var. sinensis
Wiedemann (しなはまだらか)の存在は確実である｡
従来内地魔のアノブエ㌣スに裁ては､石井民(1940)
によればA. 1indesaii var･ japon幸tus, A･ sineroides,
A. koreicus, A･ edwardsi及び　A･ hyrcanus var.
sincnsisな挙げ､長崎県ではこの申のA. 1indesaii
var. japonicus, A. koreicus及びA. byrcanus var.
smensisがみられると記載されているo琴アノブエ
レス申で最も菅偏的なものは　A. hyrcanus var.
sinensisで本変種と原虫種との親和性に関しては､
穴沢氏(^1926)の食滞での実験によると≡田熱原虫
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た対しては59･5%､四日熱原虫に対しては16.8^
の感染率な示し熱帯熱原虫に対して.は陰性の成続な
得ている｡熱帯熱原虫との関係についてほ従来親和
･性な持たないという成践が多いが､少くとも酢Pで
ほ低圧の実験的感染な証明しているから患者並に周
囲の状況如何によってほ強がち媒介な否定し得るも
のとは思えない｡なお各型原虫に対し肢介性が実験
的にほ認められるA･ lindesaiiが莫在し,発生個体
が多い場合には今後充分研究する必要があろう｡
3　絶括並星に結論
長崎､佐賀南,縣下の一部についての調査で
ぁるが､俵近開業嘗､病院を訪れ■るiラ1)ア
患者は増加しそのうち内地感染が相常数ある
状態を察知し得た.縣衛生課の届出数による
と今夏(昭和21年)叩30日から9月7日まで
の初夜患者数は長崎頗45,佐賀縣53であり
7月下旬より8一月上旬にかけ､最も多く､地
域としては長崎願では佐世保市､佐賀縣では
西袷浦郡がそれぞれ主Rを占めていへるo患者
にfjft㍍で出船こIill-'*I"JMせて3-'油Ol>il一, 托相子=が､
内10例は本人も家族､同居人にも全く外地関
係がないものであった｡佐世保市民病院に於
､は特に多数の内地感染症例あり､且熱帯熱
を相常数蔑見しているo
アノフエレスの調査は充分行い得なカゝつ串
がA･hyrcanusvar.sinensisWiedemann(し
なはまだらか)の棲息は確喜であるo
以上の調査の結果から余は雷地方レt於七､
生来全くマラ1)ア環境にいたことがない土地
の人々が､復員､引揚に伴う病毒移入によつ
､現時は相電波厚なマラ1)ア環境に凄かれて
いることを推察する｡而して最近立国別申病
･院0.太H一博士､熊本嘗大小妃科の末藤専門部
教授等内地感染例の報骨相次ぎ､この見解は
-更に支持せられつ1ある｡一文先年伊熊氏が中
国から嘩還しだマラl)ア患者及び内地産アノ
フエレスを使月]し､内地感染成立を人体寛駄
句取成功した一事をも想起するものて･あるo
我が国は気候的にマラ.1)アが土着し得る催
件を備え､古来痩なる字語が用いられ叉明治
年間各地に於て本病が通常の疾患硯せられて
I,'}'つ-"-.'i*/JPiV‖.f月め1JV㍍�"Tiこ-'7いfす._,i)削.w一)･)(tl:i:t化､
有病飽からの有史以来の人口の大移動により
状況再び往時に還るのを怖れる｡マラ1)ア封
策は早急に強力に賓施せられなければならな
い△と思う｡
(稿在終るに臨み常に御懇篤なる御指導な賜り御校圃の労な辱う`しす=恩師青木教敵こ満願の謝意な表し､
又再刊に際し御多忙中･限.-とわず詳細な御注意と御助言を賜った風㍍j=病研究所大森教授に浬謝す｡ )
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附肥:本稿は昭和21年I0月に脱稿し『臨郎研創に投稿したが,原稿頓輯との理由で､ 23年に至る
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